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ダーを作成した。手順は以下のとおりである。①生おから 200 gを耐熱皿（スポンジ型（径 18 cm）
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 試料Ａ 試料Ｂ 試料Ｃ 
新おからパウダー  40 g 50 g 70 g 
薄力粉 100 g 90 g 70 g 
ベーキングパウダー  12 g 12 g 12 g 
バター 100 g 100 g 100 g 
砂糖  90 g 90 g 90 g 
卵（Ｌ） ２個 ２個 ２個 
牛乳  50 g 50 g 50 g 
 バニラオイル 少  々 少  々 少  々
 
表２ おからケーキの官能検査結果（順位合計） 
 順位の合計   (n=20) 
項目 試料Ａ 試料Ｂ 試料Ｃ 
外観の良さ 34  45  41  
しっとり感 47 a 47 b 26 a,b 
味の良さ 40  52 c 28 c 
 総合評価 41  51 d 28 d 

























イベント内容 開催日 内容 
①くらよし国際交流フェスティバル2017 平成29年11月26日 りんごのおからケーキ 
さつまいものおからケーキ 























- 54 - 














   採択決定から平成 30年 3月 31日まで 
 
２．助成額 
  一事業あたり 10万円を上限とします。 
  ＊各経費の支出方法は、各大学の基準に従う。 
  ＊法人外（機関）との共同事業については、法人内対象者の経費のみを対象とします。 




「平成 29年度 鳥取看護大学・鳥取短期大学 地域研究・活動推進事業 助成金 申請書」を
用いて、該当する活動計画書類を１部作成してください。 




E-mail：glocal@ns.cygnus.ac.jp   担当：西垣・森本 
 
４．応募期限 
 平成 29年 5月 31日（水）（提出締切厳守） 
 
５．その他応募に係る留意事項 
（１）代表者が複数のテーマで応募することはできません。 
（２）対象となった事業についての事業計画の変更および助成額の増額に係る変更は、原則として
認めませんが、やむを得ず変更する場合は、グローカルセンターとの協議を必要とします。 
（３）活動終了後は、その成果を成果報告書として取りまとめていただき提出していただきます。 
（４）申請者は鳥取看護大学・鳥取短期大学の専任教職員としますが、研究協力者等に法人内の別
大学の専任教員等を加えられることは構いません。 
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